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��� ᮲件き確⋡分ᕸ࠙カテࢦリኚᩘをྵめな

いࠚ 
構造方⛬ᘧࣔデリングによって抽出された‶足ᗘ

に影響が大きいኚᩘ㸸ண⣙についての㸪᮲件き確

⋡分ᕸを⾲ 3 に♧す。⾲ 3 より㸪ᅗ書㤋に対する関

心・要望があり㸪用㢖ᗘが高く㸪ᩍ⫱機関との連

ᦠに対する関心が高く㸪年㱋がⱝいタイプ㸦グルー

プ㸯）のࡳ㸪他のタイプとẚ㸪ண⣙を用してい

ないேで‶足ᗘが低いேの合が少ないことがࢃか

る。他のタイプにおいては資料のண⣙ࢧーࣅスをよ

く用しているᅗ書㤋用者ど‶足ᗘが高くなっ

ていることがࢃかる。  
 
��5 ᮲件き確⋡分ᕸ࠙カテࢦリኚᩘをྵめるࠚ 
 カテࢦリኚᩘを᮲件としたときの‶足ᗘの᮲件

き確⋡分ᕸを⾲ � に♧す。よくㄞࡴ本や⯆のある

情報のジャンルにかかࢃらず㸪用者は‶足ᗘが高

い㸦‶足ᗘ �㸪5）ഴ向があるが㸪ᨻ・⤒῭・ス࣏

ーࢶに⯆のあるேの中にᅗ書㤋を用していない

ேの合が少し多いことがࢃかる。  
 
4.6 ᮲件き確⋡分ᕸ࠙属性データをྵめるࠚ 
⾲ 5 より㸪年㱋が低いタイプ 1㸪2 では㸪それぞれ

‶足ᗘ �㸪‶足ᗘ 0 が最も合が多く㸪さらに⏨ዪ

によるᕪが見られないことがࢃかる㸬しかし㸪年㱋

が高く用ᗘの低いタイプ 3 では㸪⏨性が 5㸪ዪ性

が 3 と‶足ᗘの最㢖出ᅇ⟅にᕪがあることがࢃかる㸬

高年㱋のዪ性は‶足ᗘ 3㸦ᬑ通）と⟅えるഴ向があ

ることがࢃかる㸬また㸪タイプ 1 において‶足ᗘ �
あるいは 5 を㑅ᢥしたேは⏨性㸦�2���）㸪ዪ性

㸦�7�9�）㸪タイプ 2 は⏨性㸦37�）㸪ዪ性�27�1��㸪タ

イプ 3 は⏨性㸦53���）㸪ዪ性㸦���）と㸪タイプ 2㸪
3 では⏨性の方が多いのに対し㸪ᅗ書㤋の用ᗘ関心

が高いタイプ 1 では㸪ዪ性の方が‶足ᗘを高く⾲す

ഴ向があることがࢃかる㸬 
 
�� まとめ 

本研究では㸪Tsubaki and Oya(2011)によって㛤発された学生タイプ別学⩦ຠ果分析ࢩステ࣒をࢧー

の࣒ステࢩリኚᩘに関する᳨ウを行い㸪ࢦス業全⯡のデータを分析できるように㸪特にḞ ್とカテࣅ

ᣑᙇを行い㸪㢳ᐈタイプ別ࢧーࣅスຠ果分析ࢩステ࣒としてᥦした。さらに㸪ᛂ用としてᕷ❧ᅗ書

㤋‶足ᗘアンケート調査データを分析することにより㸪ᥦࢩステ࣒の᭷用性を♧した。本ࢩステ࣒に

より㸪ᚑ来の㢳ᐈ‶足ᗘ調査ࢩステ࣒にはない㸪㢳ᐈの行動やዲࡳによる㢳ᐈタイプ別に基づき㸪㢳ᐈ

タイプ毎のࢧーࣅスຠ果をẚ㍑᳨ウし㸪㢳ᐈに対してきめ⣽やかな分析をすることが可能となった。 
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'LIIHUHQFHV , 3UoFHHGLQgV oI (XUoSHDQ &oQIHUHQFH oQ (GXFDWLoQDl 5HVHDUFK �(&(5� 2011 , 111�2011� 
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イエンスの展㛤̿その基♏,課題からᑗ来展望まで, 生⏘性出∧, (2009) 
[3] Alison, P.D, Missing Data (Quantitative Applications in the Social Sciences), Sage Publications, 

Inc, (2001) 
 

ジ䝱ンルの㑅ዲ 0 1 2 3 4 5

㻶ᨻ 0.219 0.00781 0.0625 0.195 0.227 0.289

㻶⤒῭ 0.201 0.00746 0.0448 0.142 0.306 0.299
㻶文Ꮫ 0.162 0.0036 0.0396 0.219 0.295 0.281
㻶㊃ 0.176 0.00289 0.026 0.24 0.309 0.246
㻶くらし 0.136 0 0.0485 0.184 0.311 0.32
㻶ス䝫ー䝒 0.269 0 0.0252 0.193 0.227 0.286
㻶ⱁ⾡ 0.175 0 0.0292 0.251 0.322 0.222
㻶エン䝍ーテイメント 0.164 0.00714 0.0357 0.236 0.314 0.243
㻶ຮ強 0.0879 0.011 0.022 0.253 0.308 0.319
㻶䛭の 0.0952 0 0 0.238 0.333 0.333
㻶≉になし 0.6 0 0.1 0.15 0.05 0.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‶㊊度

‶㊊度
ண⣙ 0 1 2 3 4 5

䜾ループ１ 1 0.194 0 0.0556 0.25 0.306 0.194
2 0 0 0 0.393 0.393 0.214
3 0 0 0.0192 0.231 0.519 0.231
4 0 0 0 0.0789 0.342 0.579
5 0 0 0.0667 0.0667 0.533 0.333

䜾ループ２ 1 0.418 0.0253 0.0759 0.203 0.203 0.0759
2 0.25 0 0.0833 0.5 0.0833 0.0833
3 0 0 0 0.167 0.667 0.167
4 0 0 0 0 0 1
5 0 0 0.5 0 0 0.5

䜾ループ３ 1 0.366 0 0.00763 0.267 0.153 0.206
2 0.162 0 0 0.297 0.216 0.324
3 0 0 0 0.242 0.455 0.303
4 0.0909 0 0.0909 0.0909 0.182 0.545
5 0 0 0 0.143 0.143 0.714

⾲ 3 タイプ毎の᮲件き確⋡分ᕸ�ண⣙・‶足ᗘ� 

⾲ � カテࢦリኚᩘ�本のジャンルの㑅ዲ�を 
᮲件としたときの‶足ᗘの᮲件き確⋡分ᕸ 

‶㊊度
性ู 0 1 2 3 4 5

䜾ループ1 ⏨性 0.106 0 0.0495 0.218 0.376 0.248
ዪ性 0.0714 0 0.0214 0.229 0.386 0.293

䜾ループ2 ⏨性 0.352 0.0185 0.0926 0.167 0.222 0.148
ዪ性 0.354 0.0208 0.0625 0.292 0.188 0.0833

䜾ループ3 ⏨性 0.262 0 0.00971 0.194 0.194 0.34
ዪ性 0.241 0 0.00862 0.31 0.224 0.216

⾲ 5 カテࢦリኚᩘ�⏨ዪ�を᮲件としたときの‶足
ᗘの᮲件き確⋡分ᕸ 

㸯㹁㸮㸲 

消費者の消費価್観に対する異㉁性と 

情報コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンにおける可ど化とチャンス発見の研究 

 
 （㕥ᮌᓫ文㸪ᳺ ⨾ᬛᏊ㸦㟁Ẽ通ಙ大学ۑ

 
1. はじめに 

1.1. 研究の⫼景 

㉎㈙意ᛮỴ定過⛬におけるᗈ告コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンのຠ果などὀ目した研究は㸪1990年௨㝆に行ࢃれて

おり㸪そこでは消費行動のྛẁ㝵においてどのような࣓ディアが᭷ຠであるのかなどの研究が行ࢃれている。

しかし㸪ᐇ㝿に消費者がコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンを行ったලయ的な࣓ディアに関するヲ⣽な分析研究はあまり行

れていない。ஂ保田(2010)などにおいては㸪ᐙ㟁ၟရの㉎㈙プロセスのྛẁ㝵において㸪認知ẁ㝵ではテࢃ

レࣅ㸪感情ẁ㝵ではᗑ㢌やインターネットࢧイトが᭷ຠであると㏙られているが㸪ᐇ㝿に消費者がコ࣑ࣗ

 。ンをྲྀったそれぞれの࣓ディアの内容まではゝཬされていない[1]ࣙࢩケーࢽ

また㸪消費価್観研究は 1960 年㡭から行ࢃれてきたが㸪現ᅾでは㸪Sheth, et al.(1991)[2]のᥦၐする

Consumption Values に基づく研究が多くなされている。 Sheth, et al.(1991)がᥦ♧した消費価್は㸪「機

能的価್㸦Functional）」㸪「社会的価್㸦Social）」㸪「感情的価್㸦Emotional）」㸪「認識的価್㸦Epistemic）」㸪

「᮲件的価್㸦Conditional）」の 5つである。しかし㸪「機能的価್㸦Functional）」が༢純化しすぎており㸪

よりὙ⦎したࣔデルを構築すきであると㸪「価᱁的価್㸦Price）」㸪「ရ㉁的価್㸦Quality）」の 2つに分㢮

することを主ᙇしている考え方(Sweeney and Sautar(2001) [3])や㸪社会的価್については「ࣦࣈ࢙レンᆺ(ྡ

ኌ的価್)」㸪「スノッࣈᆺ(ᕼ少的価್)」㸪「バンドワࢦンᆺ(同調的価್)」の 3つに分㢮にすることが可能で

あるとする考え方がᏑᅾする。 

 

1.2. ゎ析データについて 

 本研究のゎ析データには㸪「㔝ᮧ⥲合研究ᡤ(NRI)࣐ーケティング分析コンテスト 2011」のデータを用いて

いる。本コンテストでᥦ౪されるデータは㸪「ࢩングルࢯースデータ」である。ここでのࢩングルࢯースデー

タとは㸪業のᗈ告や㈍ಁ㐍などの「࣐ーケティング活動」と㸪消費者が㉎ධに⮳るまでのステップであ

る「消費行動のプロセス」とを㸪同一の被験者に関して㸪被験者のಶே特性もྵめ調査したデータである。 

本研究においては㸪࣓ディアに基づくコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンについて研究を行う㝿の分析対象ၟရとして㸪

ⷧᆺテレࣅを㑅ᢥした。ここでは㸪アンケート 1ᅇ目の㉎ධ意向で㸪ⷧ ᆺテレࣅ 4 種㢮すて(AQUOS㸪VIERA㸪

BRAVIA㸪REGZA)に「ࢃからない」とᅇ⟅した消費者に╔目し㸪1 ࣨ᭶ᚋのアンケートで「意向が上がった」

とᅇ⟅した消費者がその間に᥋ゐした࣓ディアのヲ⣽についてゎ析を行った。 

 また㸪本研究のアンケート項目には㸪消費価್観の項目がある。本研究では㸪消費者の持つ消費価್観の

異㉁性について㸪「年代」と「年」において㐪いがあると௬定して研究を行った。 

 

1.3㸬 研究の目的 

本研究では㸪消費価್観に対する消費者の異㉁性の分析と㸪「㉎ධ意向が上がった」という消費プロセスに

╔目し㸪ᐇ㝿にゐれた࣓ディアとのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンの可ど化㸪チャンス発見の分析に関する研究を行う。 

 

2. ゎ析方法(KeyGraph)について 

本研究で᥇用した分析方法である KeyGraphは㸪テキストデータをノードとリンクによるネットワークᅗで

可ど化し㸪文❶をㄞࡴだけではࢃからなかった新たな知見(チャンス)を発見するアルࢦリ࣒ࢬである[4]。そ

のアルࢦリ࣒ࢬはḟの  。からなるࢬー࢙ࣇ3

 
ᅗ 1. 土ྎ・ᒇ᰿・ᰕの関ಀ 

1)土ྎのᙧᡂ㸸語のඹ㉳グラࣇでᙉい連結を♧す集

ᅋを基本ᴫ念としてᙧᡂ 

2)ᒇ᰿のᙧᡂ㸸土ྎのᙧᡂによって得たものに㸪ᙉ

いຊでᨭえられて文❶を⤫合する語をᙧᡂ 

3)キーワードの抽出㸸土ྎとᒇ᰿を結ࡪᙉいᰕが多

く集まった語を抽出 

 

 ௨ୗに㸪本研究のゎ析の一部とノードとリンク

のㄝ明を♧す。 
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ᅗ 2. KeyGraph のゎ析 

 

㯮ノード㸸高㢖出語 

㉥ノード㸸㯮ノードと関連のᙉい低㢖出語 

     これに╔目することで㸪新たな知見を 

     得られる可能性が高い 

⥳ノード㸸キーワード(他のノードとのඹ㉳のᙉい 

ノード) 

㯮ᐇ⥺リンク㸸ඹ㉳ᗘのᴟめてᙉい㸪つながりのあ

るノードを結ࡪリンク 

㯮Ⅼ⥺リンク㸸ඹ㉳ᗘの高いつながりを結ࡪリンク 

㉥Ⅼ⥺リンク㸸㯮リンクがᘬかれていない部分にお

いて,᭷意なつながりの見られるノ

ードなどを結ࡪᰕ

 KeyGraphの特ᚩとして㸪ᢕᥱしたい主ᙇがある場合㸪その主ᙇをྵࢇでいると考えられるデータを対象に

ゎ析を行うことが可ど化・チャンス発見につながる。また㸪本研究では㸪対象消費者の特ᚩを見出すため㸪

対象消費者を⾲すノード(目的ኚᩘ)をタ定し㸪そのノードの周辺の考察を行った。 

 

3. ࣓ディアとのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンに関する分析 

3.1. テレࣅ␒⤌ CMど⫈について 

 ஂ保田(2010)などから㸪⯆・認知のきっかけとなる࣓ディアとしてテレࣅの影響は大きいという知見が

ある。意向がኚ化した消費者にとって㸪テレࣅの影響は大きいと考えられる。ၟရの CMが流れたテレࣅ␒⤌

に╔目し㸪ᐇ㝿に意向が上がった消費者がどのようなテレࣅ␒⤌の CMに影響されているのか㸪また␒⤌同ኈ

のつながりなどをゎ析した。 

 
ᅗ 3. AQUOS に意向 UP した消費者の TV ␒⤌に関する KeyGraphの一部 

 

ᅗ 3のでは㸪AQUOS意向 UP ノードにඹ㉳のᙉいものとして㸪⥳のᯟでᅖࢇだࣗࢽース・情報系がࡳられ

る。めざましテレࣅ(ᖹ日ᮅ)㸪報㐨ステーࣙࢩン㸦ᖹ日ኪ）㸪ࢧンデーࣔーࢽング・ࢧンデージャ࣏ン(ఇ日

)など㸪時間ᖏは異なるが㸪内容が㏆い␒⤌が結ࡧついており㸪意向 UP とඹ㉳している。同じ系⤫の␒⤌

で㸪あらゆる時間ᖏを⥙⨶するように同じၟရの CMを流すことがチャンスにつながるのではないかと考えら

れる。また㸪㯤Ⰽのᯟでᅖࢇだ㸪SMAP×SMAP㸪ࣇリーターᐙを㈙う㸪ᇽ本ᘵなど㸪ジャࢽーࢬタレント出

₇␒⤌が高㢖出ノードとしてつながっている。つまり㸪㏆い系⤫の出₇者が出₇する␒⤌はඹ㉳することが

かり㸪そこで同じၟရのࢃ CM を流すと㸪結果的には意向 UP につながると考えられる。また㸪出₇者の系⤫

は㏆いが㸪␒⤌のジャンルはバラエティ・㡢楽(SMAP×SMAP㸪ᇽ本ᘵ)やドラ࣐(ࣇリーターᐙを㈙う)など

異なっている。さらに㉥ノードに╔目すると㸪「ࣇリーターᐙを㈙う」ノードからは㸪㐪うドラ࣐(་㱟 3)が

結ࡧついている。ドラ࣐など㸪同じジャンルの␒⤌で同じၟရの CMを流すことはチャンスにつながると考え

られる。௨上のように㸪高㢖出語である㯮ノードや㸪㯮ノードとのつながりというⅬでチャンスとなる㉥ノ
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ᅗ 2. KeyGraph のゎ析 

 

㯮ノード㸸高㢖出語 

㉥ノード㸸㯮ノードと関連のᙉい低㢖出語 

     これに╔目することで㸪新たな知見を 

     得られる可能性が高い 
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㯮ᐇ⥺リンク㸸ඹ㉳ᗘのᴟめてᙉい㸪つながりのあ

るノードを結ࡪリンク 

㯮Ⅼ⥺リンク㸸ඹ㉳ᗘの高いつながりを結ࡪリンク 

㉥Ⅼ⥺リンク㸸㯮リンクがᘬかれていない部分にお

いて,᭷意なつながりの見られるノ

ードなどを結ࡪᰕ

 KeyGraphの特ᚩとして㸪ᢕᥱしたい主ᙇがある場合㸪その主ᙇをྵࢇでいると考えられるデータを対象に

ゎ析を行うことが可ど化・チャンス発見につながる。また㸪本研究では㸪対象消費者の特ᚩを見出すため㸪

対象消費者を⾲すノード(目的ኚᩘ)をタ定し㸪そのノードの周辺の考察を行った。 

 

3. ࣓ディアとのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンに関する分析 

3.1. テレࣅ␒⤌ CMど⫈について 

 ஂ保田(2010)などから㸪⯆・認知のきっかけとなる࣓ディアとしてテレࣅの影響は大きいという知見が

ある。意向がኚ化した消費者にとって㸪テレࣅの影響は大きいと考えられる。ၟရの CMが流れたテレࣅ␒⤌

に╔目し㸪ᐇ㝿に意向が上がった消費者がどのようなテレࣅ␒⤌の CMに影響されているのか㸪また␒⤌同ኈ

のつながりなどをゎ析した。 

 
ᅗ 3. AQUOS に意向 UP した消費者の TV ␒⤌に関する KeyGraphの一部 

 

ᅗ 3のでは㸪AQUOS意向 UP ノードにඹ㉳のᙉいものとして㸪⥳のᯟでᅖࢇだࣗࢽース・情報系がࡳられ

る。めざましテレࣅ(ᖹ日ᮅ)㸪報㐨ステーࣙࢩン㸦ᖹ日ኪ）㸪ࢧンデーࣔーࢽング・ࢧンデージャ࣏ン(ఇ日

)など㸪時間ᖏは異なるが㸪内容が㏆い␒⤌が結ࡧついており㸪意向 UP とඹ㉳している。同じ系⤫の␒⤌

で㸪あらゆる時間ᖏを⥙⨶するように同じၟရの CMを流すことがチャンスにつながるのではないかと考えら

れる。また㸪㯤Ⰽのᯟでᅖࢇだ㸪SMAP×SMAP㸪ࣇリーターᐙを㈙う㸪ᇽ本ᘵなど㸪ジャࢽーࢬタレント出

₇␒⤌が高㢖出ノードとしてつながっている。つまり㸪㏆い系⤫の出₇者が出₇する␒⤌はඹ㉳することが

かり㸪そこで同じၟရのࢃ CM を流すと㸪結果的には意向 UP につながると考えられる。また㸪出₇者の系⤫

は㏆いが㸪␒⤌のジャンルはバラエティ・㡢楽(SMAP×SMAP㸪ᇽ本ᘵ)やドラ࣐(ࣇリーターᐙを㈙う)など

異なっている。さらに㉥ノードに╔目すると㸪「ࣇリーターᐙを㈙う」ノードからは㸪㐪うドラ࣐(་㱟 3)が

結ࡧついている。ドラ࣐など㸪同じジャンルの␒⤌で同じၟရの CMを流すことはチャンスにつながると考え

られる。௨上のように㸪高㢖出語である㯮ノードや㸪㯮ノードとのつながりというⅬでチャンスとなる㉥ノ

ードに╔目することによって᭷用な知見が得られた。 

 

3.2 ウࢧࣈ࢙イトのアクセスについて 

ḟに㸪ḧồ・㉎㈙のプロセスで重要と考えられる㸪消費者が自ら望ࢇで得る情報࣓ディアとして㸪ウࣈ࢙

 。イトアクセスについて分析を行ったࢧ

 
ᅗ 4. 意向が UP した消費者のウࣈ࢙アクセスに関する KeyGraph の一部 

 

ၟရやᐙ㟁ᗑのࢧイトがᅛまっているが㸪意向 UP ノードからは㸪Amazon㸪Yahoo!࢜ークࣙࢩンのリンクを

⤒て結ࡧついている。ここでは㸪ࣈラࣅアのࢧイトや㸪ࣅエラのࢧイトが㉥ノードとして結ࡧついており㸪

Yahoo!࢜ークࣙࢩンやその他のテレၟࣅရࢧイトのつながりがᏑᅾすることがࢃかる。AQUOS のࢧイトか

らはᐙ㟁ᗑࢧイトであるࣖࢲ࣐㟁機に結ࡧついている。またࣅックカ࣓ラには㸪Yahoo!ࣙࢩッࣆングから㯮

のつながりのᙉいリンクがつながっている。㉎ධ・意向 UP に┤結すると考えられるၟရࢧイトやᐙ㟁ᗑࢧイ

トの㜀ぴは㸪࢜ークࣙࢩンࢧイトや㸪ࣙࢩッࣆングࢧイトが㘽になっているという知見が得られた。 

 

4.消費価್観の異㉁性に関する分析 

4.1 年代毎の消費価್観の異㉁性について 

 
ᅗ 5.  30代消費者の消費価್観に関する KeyGraphの一部 

 

消費者はどのような価್観を持ࡕ行動しているのかを᳨ウするため㸪まず 20代㸪30 代㸪40代㸪50 代での

年代別の消費価್観の分析を行った。 

ᅗ 5 に♧した 30 代消費者は㸪Ⰽやデザイン㸪プライ࣋ートࣈランドなどというⅬから㸪「ライࣇスタイル

にこだࢃっている」につながることがࢃかった。 

 

4.2 年代・年毎の消費価್観の異㉁性について 

本⠇では新たな࢙ࣇーࢬとして㸪「ୡᖏ年」というⅬに╔目した。ྛୡ代のୡᖏ年アンケートに対して

中央್に基づき 2⩌に分け㸪KeyGraphゎ析を行った。ここでは㸪本研究で用いたアンケートの消費価್観に

対して㸪Sheth, et al.の Consumption Values をྲྀりධれ㸪より一⯡化した特ᚩを見出すため㸪アンケート

項目 Consumption Values のᙜてはめを行った。ྛ年代ཬࡧ年毎の KeyGraph ᅗについて㸪それぞれの結

果を 1)㯮ノードと㉥ノード㸪2)キーワードという 2 つの観Ⅼから᳨ウした。㯮ノードは高㢖ᗘというⅬでὀ

目でき㸪また㉥ノードは㸪高㢖出ノードとして抽出された㯮ノードにᙉい関ಀがある低㢖出ノードとしてὀ

目でき㸪新たな知見を得られる可能性がある。またキーワードは㸪他のノードとのඹ㉳がᙉいノードであり㸪
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つながりのᙉさというⅬでὀ目できる。この㉥ノードの╔目やキーワードの抽出は KeyGraphの特ᚩである。

⾲ 1㸪⾲ 2は 20代年ୗ・上それぞれにおける㯮㸪㉥ノードとして現れた消費価್観のᩘの⾲㸪⾲ 3 は

ྛ対象消費者⩌におけるྛ消費価್観のキーワードから㸪全消費者におけるඹ通のキーワードを㝖いた㸪ྛ

対象消費者⩌の特ᚩを明確にしたキーワードとして現れた消費価್観のᩘの⾲である。 

 

⾲ 1. Sheth, et al.の Consumption Valuesに 

基づく分析結果(20 代年ୗ) 

㯮 2 4 0 0 1 0 0 0 7
㉥ 0 2 1 2 2 1 0 0 8
ィ 2 6 1 2 3 1 0 0 15
㯮 0 1 0 1 0 0 0 0 2
㉥ 0 1 0 1 0 1 0 0 3
ィ 0 2 0 2 0 1 0 0 5
㯮 0 2 0 0 0 1 0 0 3
㉥ 0 2 2 0 0 0 0 0 4
ィ 0 4 2 0 0 1 0 0 7
㯮 1 0 0 0 0 0 0 0 1
㉥ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ィ 1 0 0 0 0 0 0 0 1

3 12 3 4 3 3 0 0 28
3 7 0 1 1 1 0 0 13
0 5 3 3 2 2 0 0 15

䝸ンク⤒
由数1

ィ

䝜ード数㻔㯮䠇㉥㻕

20௦ᖺ下位
ᶵ⬟的
㻔価᱁的
価値㻕

ᶵ⬟的
㻔ရ㉁的
価値㻕

社会的㻔䞂䜵
ブレンᆺ䠖名
ኌ的価値㻕

社会的㻔ス
䝜䝑ブᆺ䠖ᕼ
少的価値㻕

社会的㻔バン
ドワ䝂ンᆺ䠖
ྠ調的価

感情
的

ㄆ識
的

᮲௳
的

䝸ンク⤒
由数2

䝸ンク⤒
由数3

㉥䝜ード数
㯮䝜ード数

⤖びつか
ない

 

⾲ 2. Sheth, et al.の Consumption Valuesに 

基づく分析結果(20 代年上) 

㯮 2 4 0 0 1 0 0 0 7
㉥ 0 1 0 1 0 0 1 1 4
ィ 2 5 0 1 1 0 1 1 11
㯮 0 1 0 1 0 0 0 0 2
㉥ 0 1 1 1 3 1 0 0 7
ィ 0 2 1 2 3 1 0 0 9
㯮 0 1 1 0 0 0 0 0 2
㉥ 0 1 1 0 0 0 0 0 2
ィ 0 2 2 0 0 0 0 0 4
㯮 0 2 0 0 0 1 0 0 3
㉥ 0 1 0 0 1 0 0 0 2
ィ 0 3 0 0 1 1 0 0 5

2 12 3 3 5 2 1 1 29
2 8 1 1 1 1 0 0 14
0 4 2 2 4 1 1 1 15

20௦ᖺ上位
ᶵ⬟的
㻔価᱁的
価値㻕

ᶵ⬟的
㻔ရ㉁的
価値㻕

社会的㻔䞂䜵
ブレンᆺ䠖名
ኌ的価値㻕

社会的㻔ス
䝜䝑ブᆺ䠖ᕼ
少的価値㻕

社会的㻔バン
ドワ䝂ンᆺ䠖
ྠ調的価

䝸ンク⤒
由数2

䝸ンク⤒
由数3

感情
的

ㄆ識
的

᮲௳
的

ィ

䝸ンク⤒
由数1

㉥䝜ード数
㯮䝜ード数

⤖びつか
ない

䝜ード数㻔㯮䠇㉥㻕

⾲ 3. Consumption Valuesでのྛ消費価್観のキーワードのᩘ(ඹ通のキーワードᩘを㝖く) 

20௦ᖺ下位 0 5 3 1 0 1 0 0 10
20௦ᖺ上位 0 4 2 2 1 2 1 1 13
30௦ᖺ下位 0 4 1 2 2 2 0 0 11
30௦ᖺ上位 1 5 0 0 3 0 0 0 9
40௦ᖺ下位 0 4 2 2 1 2 0 0 11
40௦ᖺ上位 1 3 1 3 1 2 0 0 11
50௦ᖺ下位 0 5 2 1 2 0 0 0 10
50௦ᖺ上位 0 4 1 1 3 1 0 0 10

䜻ーワードのẚ㍑
㻔共㏻の䜻ーワー

ドを㝖く㻕

ᶵ⬟的
㻔価᱁的
価値㻕

ᶵ⬟的
㻔ရ㉁的
価値㻕

社会的㻔䞂䜵
ブレンᆺ䠖名
ኌ的価値㻕

社会的㻔ス
䝜䝑ブᆺ䠖ᕼ
少的価値㻕

社会的㻔バン
ドワ䝂ンᆺ䠖
ྠ調的価値㻕

感情
的

ㄆ識
的

᮲௳
的

ィ

 
 

 ⾲ 1㸪2 のリンク⤒⏤ᩘ 1 の㉥ノードᩘをẚたとき㸪20 代の年ୗの消費者は㸪年上の消費者に

ẚ㸪対象消費者に関連のᙉい価್観が多いことがࢃかる。特に㸪同調的価್の関連が上よりẚ㍑的Ꮡ

ᅾしている。⾲ 1㸪2 における 20 代年ୗ・上の㯮ノードの合計ᩘ㸪つまり㢖ᗘに╔目すると㸪価᱁的

価್を持つ消費者の㢖ᗘがẚ㍑的多いことがࢃかる。また⾲ 3 より㸪他の価್観とのඹ㉳がᙉいキーワード

に╔目すると㸪ရ㉁的価್㸪ྡኌ的価್がẚ㍑的多くなっており㸪ὀ目される。20 代年ୗの消費者の持

つ消費価್観は㸪年上の消費者とẚ㍑したとき㸪ရ㉁やྡኌなどの㠃を重どしていると考えられる。こ

のように㸪KeyGraphの特ᚩを考察することによって㸪消費に対する価್観のヲ⣽な知見などが得られた。 
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